
事業者名：株式会社ギデオン　事業年度：25年度

当社は1990年に設立、以来コンピュータネットワーク
でサービスを提供するソフトウェアを研究開発してきた。

「Safety」と「Support」を事業の柱としており、デ
ジタルネットワークの安全性を確保するためのセキュリ
ティ製品の開発を通して、バリアフリーで安全・安心
なデジタル環境を提供できるよう目指している。また、
お客様サポートを第一のサービスとして、国産のソフ
トウェア開発の強みを活かし、ユニークな製品開発
からお客様サポートまで一貫して行い、満足頂けるよ
う努めている。優れたデータベース技術を持ち、「シ
ンプルで手間いらず」「使いやすさの追求」を開発コ
ンセプトとして製品開発に取組んでいる。

攻撃の中身を徒に追うのではなく、「入口と出口」を
制することでリスクを回避する思い付きは、小規模事
業者ならではの柔軟なアイデア力の賜物だと感じた。
広範な特許が成立したのも、類似の発想が世の中
になかったからであり、サイバーリスクがますます社
会問題化していく中、今後の発展に大いに期待した
い事例と言える。
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▲開発思想をガンジーの「非暴力・不服従」になぞらえる西尾社長

▲絶え間ない改良努力が強みの源泉

▲若い力で開発は今も続いている
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事業テーマ：当社特許技術を利用したワンタッチ・管理者不要のサイバーセキュリティ対策製品の開発及び商品化

▲独自特許が詰まったサイバークリーナー評価機
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会社名 株式会社ギデオン

事業計画の概要

汎用品の通信機器に自社で開発したソフトウェアを実装し、試作品を製作した。開発途上で、内
部からの情報漏洩への対策もクライアントから要望され、仕組みを追加した。様々な設定を試み、
仕様どおりの効果が得られることを検証できた。

補助事業のきっかけ

セキュリティをテーマとするソフトウェア会社として、日本へのサイバー攻撃に対する有効な対策が
何か取れないかと、思いを強めていた。自社の「通信をブロックする技術」でサイバー攻撃もブロッ
クできるのではないか、と思い至り、最新の攻撃情報を常に参照する仕組みを加えて、特許技術
を考案した。効果を実証するため試作品の開発に取組んだ。

事業化状況

補助事業終了後、試作開発した機械装置は改良を加えつつ製品化され、製造・販売を通じて収益
に貢献している。
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